
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成 28年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で子育てをキーワードに「ながのこどもわくわく
フェスタ」を開催し、子どもに関わる行政を初め、各種
団体、個人、グループに広く参加を呼びかけ、現在の子
育ち・子育て支援について考える場の提供や各組織間の
連携を密にした。 
また地域における子育ち・子育て支援の情報提供の場

とし、地域全体で子どもの育ちや、子育て中の保護者を
支えるサポートネットワークを構築し、子育ての不安感
や孤立感の軽減、子どもが健やかに成長できる社会を目
指した。  
１実行委員会の開催 
 ・実行委員会・・４，５，７，８月 
・拡大実行委員会・・H28/6月、平成 29年/2月 

２ながのこどもわくわくフェスタの開催  
  平成 28年 7月 24日（日） 
  長尾市若里 長野市ビッグハット 
  入場者数   ４，２００名 

 

事 業 効 果  
 

・地域の子どもに関わる行政をはじめとし、１２２の各
種団体、個人、グループ等が、１３６ブース・ステー
ジで参加し、現在の子育ち・子育て支援について考え
たり、連携の機会となった。 

・子育て中の保護者には地域における子育ち・子育て支
援の情報が提供され、地域全体で子どもの育ちや、子
育て中の保護者を支えるサポートネットワークが確認
される機会となり、これからの子育ての参考にしたい、
子育ての励みになった等の声があった。 

・PART2のワークショップにも子育て中の保護者
が参加し、今後の活動について積極的に、地域の
方々と話し合う姿が見られるなど、地域と関わる
きっかけとなることができた。 

 
 

今後の取り組み  

・地域の子育て支援者によるサポートネットワークが確認される機会となったので、子育て家庭と地域社

会とをつなげ、核家族化による子育ての孤立感、負担感、不安感の解消のため尽くしたい。 

・子育ての不安は、同じような体験をしている者同士で語り合い理解しあえるとその不安感は軽

減する。仲間づくり、地域での支え合いへの支援をしていきたい。 

・地域の子育ち・子育てサポートのネットワークの必要性が長野市こども未来部に理解され、次

年度以降、行政と NPO など民間と連携して開催していくことにつながり、平成 30 年度イベン

ト開催に向け、実行委員会を作り学習会を重ねることに決まった。  

事業名 わくわく子育て、すくすく子育ち支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 

 （長野市吉田１－７－４） 

事業区分 保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ２，３０１，２８８円（うち支援金：１，５７４，０００ 円） 

【ながのこどもわくわくフェスタ風景】 

 

①子育てが楽しい保護者の増 

②子育ての不安感、負担感の減少 

③サークル活動、近所付き合いをしてい

る保護者の増 

④子育てサービスの利用法を知る 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

 孤立感・負担感の解消等は子育
て中の保護者一人ひとりには確認
できなかったが、地域のサポート
ネットワークが確認され、子育て
の励みとなり、積極的に地域と関
わろうとする姿が見られる。 

 【目標・ねらい】 

 

（活動写真） 
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